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観る⑳≪る

小山周次「銚子犬吠埼」 紙・水彩1961年

小
山
周
次
は
、
明
治
1
 
8
年
、
長

野
県
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
早
く
に

両
親
を
亡
く
し
た
後
、
私
立
小
諸

義
塾
に
入
学
。
三
宅
克
己
を
師
と

し
て
水
彩
画
家
へ
の
道
を
歩
み
始

め
、
後
、
丸
山
晩
霞
の
内
弟
子
と

な
り
義
塾
に
通
学
し
た
。

こ
の
小
諸
義
塾
で
は
島
崎
藤
村

な
ど
も
お
り
、
文
学
者
や
水
彩
画

家
達
の
交
流
が
盛
ん
に
行
お
れ
た
。

彼
の
作
品
は
、
塾
で
の
文
学
者

や
画
家
達
と
の
恵
ま
れ
た
人
間
関

係
と
信
州
の
自
然
に
育
ま
れ
た
と

言
え
る
。
彼
の
愛
情
に
富
ん
だ
自

然
に
対
す
る
解
釈
と
接
し
万
は
、

そ
の
作
品
の
中
で
穏
や
か
な
表
現

と
な
っ
て
、
見
る
人
を
安
ら
ぎ
と

郷
愁
の
思
い
に
誘
う
。

彼
は
、
塾
卒
業
後
に
上
京
し
、

太
平
洋
画
会
研
究
所
、
水
彩
画

講
習
所
に
学
ん
だ
。
大
正
2
年

に
は
日
本
水
彩
画
会
の
創
立
に
参

加
。
ま
た
中
西
利
雄
等
の
起
し
た

水
彩
画
研
究
会
の

「
蒼
元
会
」
を

援
助
し
た
り
、
日
本
水
彩
画
会
の

常
務
な
ど
を
つ
と
め
る
な
ど
、
水

彩
画
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
更
に
、

成
城
学
園
高
校
で
2
0
年
近
く
美

術
を
教
え
た
り
、
国
産
の
用
紙
e

絵
具
の
改
善
に
努
め
た
り
、
恩
師

達
の
偉
業
を
記
念
誌
と
し
て
編
集

す
る
な
ど
、
昭
和
4
2
年
に
亡
く
な

る
ま
で
多
方
面
か
ら
水
彩
画
の
普

及
に
大
き
な
貢
献
を
し
た
。



みる・かたる・つくる

昭
和
飢
年
度
に
収
蔵
さ
れ
た
作

品
は
次
の
通
り
で
す
。

(
昭
和
6
2
年
3
月
2
0
日
現
在
)

臨
書
園
田

日
本
画

石
井
林
響
作

「
春
秋
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
嵐
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
葦
と
白
鳥
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
達
磨
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
竹
花
烏
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
櫻
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
冬
景
色
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
夏
山
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
釣
人
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
白
衣
の
老
人
」
(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
老
人
と
船
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
寒
山
拾
得
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
崖
に
向
か
う
老
人
」

(
絹
本
墨
・
着
彩
)

「
葦
に
鳥
」

(
紙
本
塁
・
着
彩
)

「
弁
財
天
」

(
紙
本

塁
)

「
松
に
鵜
」

(
紙
本

塁
)

「
蘇
武
」

(
紙
本
塁
・
着
彩
)

「
山
水
」

(
絹
本

墨
)

「
舟
遊
図
」

(
紙
本
塁
・
着
彩
)

「
唐
獅
子
」

(
紙
本
塁
・
着
彩
)

「
山
水
図
」

(
紙
本
塁
・
着
彩
)

関
主
税
作

「
農
」

(
紙
本

着
彩

昭
5
9
)

渡
辺
阿
以
湖
作

「
牡
丹
」

(
紙
本

着
彩

昭
飢
)

稲
木
時
人
作

「
更
衣
」
(
紙
本

義
彩

昭
4
8
)

斎
藤

惇
作

「
五
台
山
大
白
塔
」

(
紙
本

着
彩

昭
6
 
1
)

大
田
歳
作

「
北
海
」

(
紙
本

着
彩

昭
5
4
)

五
十
嵐
幹
作

「
華
」

(
経
本

着
彩

昭
5
 
1
)

洋
画

浅
井
忠
作

「
農
家
」

(
紙

水
彩

明
3
5
)

丸
山
晩
霞
作

「
長
野
水
内
風
景
」

(
紙

水
彩

明
3
1
)

石
川
欽
一
郎
作

「
水
辺
」
(
紙

水
彩

明
治
末
)

小
山
周
次
作

「
ぼ
ら
」

(
紙

水
彩

昭
1
 
3
)

「
甲
斐
牧
丘
」
(
紙

水
彩

昭
2
 
1
)

「
花
菖
蒲
」
(
紙

水
彩

昭
3
3
)

「
銚
子
犬
吠
埼
」

(
紙

水
彩

昭
3
6
)

「
林
檎
と
柿
」
(
紙

水
彩

昭
3
6
)

「
三
宝
柑
」
(
紙

水
彩

昭
3
6
)

●

赤
城
泰
舘
作

「
赤
屋
根
の
村
」

(
紙

水
彩

昭
和
初
)

「
山
湖
」

(
紙

水
野
以
文
作

「
草
花
」

(
紙

後
藤
工
志
作

「
ダ
リ
ア
」
(
紙

古
賀
春
江
作

「
風
景
」

冨
田
通
雄
作

「
静
か
な
る
日
」

(
紙

「
外
房
鵜
原
」

水
彩

大
3
)

水
彩

大
3
)

水
彩

大
2
)

(
紙

水
彩
)

水
彩

昭
1
 
2
)

(
紙

水
彩
)

寺
田
政
明
作

「
船
具
」

(
麻

油
彩

昭
4
5
)

「
犬
吠
灯
台
の
見
え
る
外
川
港
」

(
麻

油
彩

昭
0
0
)

篠
崎
輝
夫
作

「
敦
煙
」

(
麻

油
彩

昭
飢
)

五
十
嵐
光
昭
作

「
浬
薬
の
前
で
」

(
麻

水
彩

昭
5
8
)

中
村
亮
一
郎
作

「
彙
」

(
麻

油
彩

昭
6
2
)

羽
生
智
樹
作

「
動
く
気
配
の
鳥
」

(
麻

油
彩

昭
5
6
)

彫
刻

安
西
順
一
作

「
昆
沙
門
天
像
」(

ブ
ロ
ン
ズ

昭
4
6
)

伊
藤
礼
太
郎
作

「
夜
叉
神
解
脱
」

(
木

昭
5
7
)

吉
野
毅
作

「
ね
か
女
」
(
ブ
ロ
ン
ズ

昭
飢
)

鈴
木
啓
子
作

「
『
田
E
「
H
N
G
・
「
○
<
田

白
い
ポ
エ
ジ
I
」

(
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス

昭
4
8
)

工
芸

津
田
信
夫
作

「
花
瓶
」

(
鋳
金

大
1
)

帖
佐
美
行
作

「
香
美
と
想
烏
(
集
い
の
為
の
酒

器
セ
ッ
ト
)
」

(
彫
金

昭
5
9
)

大
須
賀
喬
作

「
蝶
文
黒
鋼
香
炉
」

(
彫
金

昭
5
8
)

「
昆
嵐
文
飾
皿
」
(
彫
金

昭
6
 
1
)

秋
山
逸
生
作

「
蝶
貝
象
巌
箱
」

(
象
族

昭
4
1
)

藤
田
喬
平
作

「
飾
菖
・
し
だ
れ
櫻
」

(
ガ
ラ
ス

昭
0
0
)

三
橋
実
作
作

「
象
嶺
花
器
(
展
)
」
(
陶
芸

昭
5
9
)

●

=
企
画
展
=

「
第
1
 
0
回
千
葉
県
移
動
美
術
館
」

好
評
程
に
終
了

第
1
0
回
展
と
な
っ
た
今
年
度
の

移
動
美
術
館
は
、
9
月
2
6
日
か
ら

1
 
0
月
1
 
4
日
ま
で
丸
山
町
中
央
公
民

館
で
、
1
 
0
月
1
 
7
日
か
ら
0
0
日
ま
で

浦
安
市
中
央
公
民
館
で
開
催
し
た
。

今
回
は
、
昨
年
惜
し
ま
れ
つ
つ

他
界
し
た
洋
画
家
梅
原
龍
三
郎
、

陶
芸
家
山
本
正
午
の
作
品
を
は
じ

め
、
天
折
の
彫
刻
家
、
山
崎
英
五

の
作
品
や
、
現
在
活
躍
中
の
作
家

で
は
、
日
本
画
の
松
尾
敏
男
、
洋

画
の
日
野
耕
之
補
、
彫
刻
の
山
本

正
道
、
版
画
の
浜
口
陽
三
、
工
芸

の
会
田
富
康
、
書
の
大
石
隆
子
の

作
品
な
ど
、
4
1
作
家
、
4
1
点
の
展

示
を
行
っ
た
。

特
に
地
元
や
近
地
の
方
々
か
ら

好
評
を
博
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

当
地
で
定
期
的
な
開
催
を
望
む
と

の
声
も
多
く
う
か
が
わ
れ
た
。

ま
た
本
展
は
、
両
会
場
の
積
極

的
な
宣
伝
な
ど
に
よ
り
、
児
童
・

生
徒
や
お
年
寄
り
の
団
体
鑑
賞
も

多
く
見
ら
れ
た
。



横
山
光
ノ
介
作

「
戦
碑
」

害

(
陶
芸

昭
5
 
1
)

●

研
究
資
料

富
取
町
子
氏
よ
り

「
富
取
風
堂
ス
ケ
ッ
チ
類
」

中
台
耶
園
作

「
唐
絵
詩
」

(
紙

墨

昭
飢
)

研
究
資
料

「
石
井
林
響
印
譜
集
」

寄

贈

みる・かたる・つくる

次
の
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
画

杉
本
郁
太
郎
氏
よ
り

木
島
桜
谷
作

「
雨
中
山
水
之
図
」

(
絹
本

墨
)

大
田
歳
氏
よ
り

大
田
歳
作

「
有
明
」

(
紙
本

着
彩

昭
4
3
)

洋
画

富
取
町
子
氏
よ
り

若
林
鐘
五
郎
作

「
裸
婦
」

(
紙

油
彩
)

工
芸

秋
山
逸
生
民
よ
り

「
菱
華
文
象
最
長
手
箱
」

(
家
族

昭
2
1
)

「
蕾
芝
山
家
族
額
」

(
家
族

昭
4
1
)

「
木
画
箱
」

(
象
山
軟

昭
4
4
)

「
カ
ン
ナ
芝
山
家
族
襟
飾
」

(
象
萩

昭
4
8
)

「
封
縞
黒
檀
筆
筒
」

(
象
族

昭
5
3
)

浅井 忠「農家」

大須賀喬「昆鼻文飾皿」

溺

十
、
、
、
、

石井林響「春秋」

秋山逸生「蝶貝豪族箱」

=
企
画
展
=

「
書
取
風
堂
展
」

フ
ア
ン
を
魅
了

9
月
1
 
3
日
か
ら
的
月
1
 
2
日
ま
で

房
総
の
美
術
家
シ
リ
ー
ズ
の
第
1
 
6

国
展
と
し
て
、
大
正
・
昭
和
の
日

本
画
壇
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た

富
取
風
堂
に
焦
点
を
あ
て
開
催
し

た
。
院
展
出
品
作
品
を
は
じ
め
代

表
的
作
品
の
他
、
模
写
・
ス
ケ
ッ

チ
類
も
併
せ
て
展
覧
し
、
そ
の
画

業
を
回
顧
し
た
。
豊
か
な
日
本
画

の
技
法
、
卓
抜
し
た
構
成
力
、
独

自
の
色
彩
表
現
等
、
そ
の
画
風
は

多
く
の
鑑
賞
者
を
魅
了
し
た
。
ま

た
、
1
 
0
月
5
日
に
は
「
冨
取
風
菅

の
人
と
芸
術
」
と
題
し
「
美
術
を

語
る
会
」
を
開
催
し
た
。
日
本
画

家
の
五
十
嵐
幹
氏
、
斎
藤
惇
氏
を

話
題
提
供
者
と
し
て
、
多
数
の
参

加
者
の
中
で
、
映
画
放
映
、
さ
ら

に
は
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、

高
取
風
堂
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
意
義
あ
る
会
と
な
っ
た
。



みる・かたる・つくる

第2同視代目 本員 象麟刻 展韓晶公募購まる 

千
葉
市
に
建
設
中
の

「
青
葉
の
森
公
園
」
は
、
3
月
に
は

野
球
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
の
他
の
施
設
も
順
次
整
備
さ
れ

る
予
定
で
す
が
、
(
カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
)

に
は

「
県
立
中
央

博
物
館
」

が
建
設
さ
れ
「
彫
刻
の
広
場
」
な
ど
も
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の

「
彫
刻
の
広
場
」

に
設
置
す
る
彫
刻
を
選
定
す
る
た

め
、
昭
和
0
0
年
2
月
に
第
一
回
現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
が
開

催
さ
れ
、
大
賞
作
6
点
の
う
ち
、
4
点
が
同
公
園
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
優
秀
作
晶
を
ひ
ろ

〈
全
国
に
公
募
す
る
た
め
、
第
二
回
展
を
開
き
ま
す
。
ふ
る

っ
て
、
御
出
品
く
だ
さ
い
。

第1回現代日本具象彫刻展(60.2.2-2.24)

第
二
回

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展

作
品
募
集
要
項

圏
主

催

千
葉
県
・
千
葉
県
教
育
委
員
会

圏
運

営

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
実
行
委

員
会

圏
展
覧
会
期

昭
和
6
2
年
8
月
7
日
㈲
̃
9
月

6
日
㈲
(
2
7
日
間
)

圏
会

場

干
葉
県
立
美
術
館

圏
テ
ー
マ

「
2
 
1
世
紀
へ
の
飛
躍
」

-
出

品

規

定

-

1
、
応
募
資
格

出
身
県
、
経
歴
、
年
令
を
問
い

ま
せ
ん
。

2
、
応
募
作
品

㈲
具
象
的
な
野
外
彫
刻
の
た
め

の
エ
ス
キ
ー
ス
で
、
昭
和
5
9

年
1
2
月
以
降
の
制
作
に
よ
る

未
発
表
の
作
品
。

㈲
素
材
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
特
殊
装
置
等
を
用
い
た

も
の
な
ど
展
示
不
可
能
な
も

の
は
受
付
け
ち
れ
ま
せ
ん
。

㈲
規
格
は
、
1
m
立
方
以
内
。

重
さ
2
七
以
内
。

㈲
出
品
点
数
は
1
人
1
点
。

3
、
搬

入

用
昭
和
6
2
年
7
月
4
日
㈲
̃
7

月
5
日
用
ま
で
の
毎
日
1
 
0
時

か
ら
的
時
ま
で
の
間
に
千
葉

県
立
美
術
館
ま
で
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。
(
運
送
業
者
に
よ

る
搬
入
も
1
月
5
日
㈲
必
着
、

時
間
厳
守
)

…
…
i
・
…
i
中

略
i
i
…
…
i
i
・
・

5
、
審
査
員

小
川
正
隆
、
嘉
門
安
雄
、
弦
田

平
八
郎
、
富
山
秀
男
、
中
村
侍

三
郎
、
本
間
正
義
、
三
木
多
聞

(
敬
称
略
、
五
十
音
順
)

6
、
賞
及
び
入
選

大
賞
6
点
以
内

(
副
賞
各
7
0
万

円
)

入
選

点
数
未
定

◎
大
賞
作
の
中
か
ら
、
エ
ス
キ

ー
ス
に
基
づ
き
、
高
さ
2
・
5

m
程
度
の
金
属
又
は
石
筆
で
制

作
を
依
頼
し
、
青
葉
の
森
公
園

に
設
置
す
る
予
定
で
す
。

1
、
審
査
結
果

昭
和
6
2
年
1
月
1
3
日
㈲
的
時
に

千
葉
県
立
美
術
館
に
掲
示
し
ま

す
。
応
募
者
に
は
ハ
ガ
キ
で
通

知
し
ま
す
。

8
、
作
品
展
示

入
賞
作
品
及
び
入
選
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

9
、
搬

出

選
外
作
品
=
昭
和
6
2
年
了
月
1
3

日
㈲
̃
7
月
2
2
日
㈹
1
0
時
̃
1
6

時
。
入
選
作
品
=
昭
和
6
2
年
9

●

月
1
 
2
日
用
̃
9
月
1
 
9
日
間
用
時

̃
1
 
6
時
。
搬
出
期
間
及
び
搬
出

時
間
は
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
内
に
搬
出
の
な
い
場
合
は
、

当
方
で
処
分
し
ま
す
。

◎
問
い
合
ね
せ
先

現
代
日
本
具
象
彫
刻
展
実
行
委

員
会
事
務
局

〒
2
6
0
千
葉
市
中
央
港
一
-
一
千
一

千
葉
県
立
美
術
館
学
芸
課
気
付

(
電
話
)
〇
四
七
二

(
四
二
)

八
三
一
二

〔
青
葉
の
森
公
園
〕

千
葉
市
の
農
林
水
産
省
畜
産
試

験
場
跡
地
に
つ
く
ら
れ
る
も
の
で
、

面
積
約
5
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
下
総
台

地
の
面
影
を
残
す
典
型
的
な
地
形

で
、
樹
林
帯
も
豊
か
で
、
ム
ク
ド

リ
、
キ
ジ
な
ど
が
生
息
す
る
、
都

市
部
に
残
さ
れ
た
極
め
て
貴
重
な

自
然
で
す
。

こ
の
公
園
は
市
民
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
場
、
文
化
活
動
の
拠

点
、
防
災
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ

る
予
定
で
、
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
、
カ

ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
:
ネ
イ
チ
ャ
ー

ゾ
ー
ン
な
ど
に
区
分
さ
れ
各
種
施

設
を
整
備
し
て
、
昭
和
7
0
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
3
月
、
野
球
場
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。



か
た
る
・
つ
く
る

美
術
を
語
る
会

本
館
で
は
美
術
普
及
の
一
環
と

し
て
美
術
一
般
に
関
す
る
問
題
を

テ
ー
マ
と
し
て
「
美
術
を
語
る
会
」

を
開
催
し
、
〃
美
の
広
場
〃

の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
よ
う
に
実
施
し

ま
し
た
。

第
一
回

1
月
1
 
3
日

(
日
)

テ
ー
マ

「
私
の
好
き
な
巨
匠

た
ち
」

話
題
提
供
者

洋
画
家
・
松
沢

茂
雄
氏

第
二
回

9
月
1
 
4
日

(
日
)

テ
ー
マ

「
浜
口
陽
三
の
表
現

方
法
」

話
題
提
供
者

版
画
家
・
深
沢

幸
雄
氏

第
三
回

1
 
0
月
5
日

(
日
)

テ
ー
マ

「
高
取
風
堂
の
天
と

芸
術
」

話
題
提
供
者

日
本
画
家
・
五

十
嵐
幹
氏
、
同
・
斎

藤
惇
氏

第
四
回

日
月
2
3
日

(
日
)

テ
ー
マ

「
高
校
生
年
代
に
お
け

け
る
造
形
表
現
」

話
題
提
供
者

千
葉
大
教
授
・

太
田
洋
三
氏

第
五
回

2
月
8
日
(
日
)

テ
̃
マ

「
陶
芸
の
美
と
そ
の

特
質
」

話
題
提
供
者

陶
芸
家
・
三
橋

実
作
氏

年
度
内
5
回
の
本
会
に
話
題
提

供
者
と
し
て
御
尽
力
い
た
だ
い
た

各
氏
に
厚
く
御
礼
す
る
と
共
に
参

加
者
の
御
協
力
を
紙
上
を
借
り
感

謝
い
た
し
ま
す
。

美
術
館
研
究
員
会
議

美
術
館
研
究
員
会
議
は
美
術
館

の
専
門
的
・
技
術
的
な
事
項
に
関

す
る
研
究
を
行
う
た
め
に
1
0
名

の
委
員
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

2
月
6
日
に
第
二
回
研
究
員
会

議
が
開
催
さ
れ
、
熱
心
な
協
議
の

も
と
、
昨
年
度
か
ら
継
続
さ
れ
、
研

究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
成
果
の
ま
と

め
と
し
て
、
浅
井
忠
が
書
き
記
し
た

日
清
戦
争
の
従
軍
記
「
従
征
画
稿
」

の
翻
刻
及
び
解
説
・
凡
例
、
同
画

稿
の
ス
ケ
ッ
チ
類
を
入
れ
て
、
発

刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

規
格

A
5
版

内
容

3
2
ペ
ー
ジ

部
数

恥
部

昭
和
6
2
年
3
月
1
日
、
研
究
員

佐
藤
修
氏
は
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

御
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ご
あ
ん
な
い
・
団
体
展

みる・かたる・つくる

情
報
資
料
室
か
ら

昭
和
飢
年
度

受
入
図
書

今
年
度
は
、
版
画
、
彫
刻
、
工
芸

関
係
の
図
書
を
中
心
に
購
入
し
ま
し

た
。
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

(
版
画
)

棟
方
志
功
全
集

全
1
 
2
巻

年
鑑
日
本
の
現
代
版
画

8
5

リ
ト
グ
ラ
フ

浜
口
陽
三
全
版
画

(
彫
刻
)

札
幌
の
彫
刻

北
海
道
野
外
彫
刻
ガ
イ
ド

へ
工
芸
)

日
本
の
金
工

蓮
田
修
吾
郎
金
属
造
型

日
本
現
代
工
芸
美
術

第
2
3
回

現
代
日
本
の
陶
芸

第
6
̃
叩
巻

又
、
寄
贈
い
た
だ
い
た
主
な
も

は
次
の
通
り
で
す
。

浅
井
忠
画
集

小
野
具
走
画
集

青
木
滋
芳
遺
作
集

田
村
孝
之
介
画
集

展
望
日
本
書
道
史

山
種
美
術
館
所
蔵
御
舟
作
品
集

彫
金
の
華
-
帖
佐
美
行
作
品
集
-

雅
び
の
夢
-
藤
田
喬
平
ガ
ラ
ス
ー

◎
6
 
1
年
度
(
終
了
分
)

●
現
代
書
道
五
十
人
展
・
現
代
書

壇
代
表
名
作
展
・
千
葉
書
壇
秀

抜
展
・
千
葉
書
壇
新
進
展

1
月
2
0
日
̃
1
月
2
5
日

●
子
ど
も
造
型
展

1
月
2
7
日
̃
2
月
1
日

●
第
4
回
千
葉
県
医
師
会
美
術
展

1
月
2
7
日
̃
2
月
1
日

●
千
葉
敬
愛
短
大
書
道
展

1
月
2
7
日
̃
2
月
1
日

●
群
鴎
善
人
展

2
月
3
日
̃
2
月
8
日

●
第
3
9
回
千
葉
県
小
中
高
書
初
展

覧
会

2
月
3
日
̃
2
月
8
日

●
親
子
絵
画
展

2
月
3
日
̃
2
月
8
日

●
千
葉
大
学
教
育
学
部
美
術
科
卒

業
制
作
展2

月
1
0
日
̃
2
月
1
 
5
日

●
第
2
1
回
千
葉
大
学
学
生
書
道
展

2
月
1
0
日
̃
2
月
1
5
日

●
第
1
 
0
回
唱
和
会
展

2
月
1
7
日
̃
2
月
2
2
日

●
幕
張
北
高
校
書
道
コ
ー
ス
卒
業

制
作
展
2
月
1
7
日
̃
2
月
2
2
日

●
第
1
 
2
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
月
1
7
日
̃
3
月
1
日

●
秋
耕
会
千
葉
支
部
展

2
月
2
4
日
̃
3
月
1
日

●
和
洋
女
子
大
学
卒
業
展

(
雁
鴻
会
書
道
展
)

2
月
2
4
日
̃
3
月
1
日

●
昭
和
飢
年
度
第
1
 
8
回
千
葉
市
市

民
美
術
展
覧
会

3
月
3
日
̃
3
月
2
2
日

●
第
3
4
回
書
星
教
育
部
展

3
月
2
4
日
̃
3
月
2
9
日

◎
6
2
年
度

●
第
1
 
3
回
武
蔵
野
美
術
大
学
校
友

会
千
葉
県
支
部
展

4
月
7
日
̃
4
月
1
 
2
日

●
エ
テ
ロ
ク
リ
ッ
ト
展

4
月
7
日
̃
4
月
1
 
2
日

●
第
2
4
回
全
日
本
結
合
書
道
大
展

覧
会

4
月
1
 
4
日
̃
4
月
1
 
9
日

●
第
7
回
千
葉
美
術
工
芸
展

4
月
2
 
1
日
̃
5
月
3
日

●
第
1
 
3
回
躾
展

4
月
2
1
日
̃
4
月
2
6
日

●
第
1
 
3
回
歩
会
彫
刻
展

4
月
2
1
日
̃
5
月
3
目

●
第
1
 
8
回
表
美
展

4
月
2
8
日
̃
5
月
3
日

●
第
1
 
4
回
千
葉
新
協
展

4
月
2
8
日
̃
5
月
3
日

●
第
2
7
回
白
扇
書
道
会
展

5
月
5
日
̃
5
月
1
0
日



みる・かたる・つくる

昨
年
5
月
か
ら
始
ま
っ
た
本
年

度
の
実
技
講
座
は
、
1
 
2
月
の
て
ん

刻
研
修
講
座
を
も
っ
て
終
了
し
ま

羅纂蝦講座を恵めかえって 

し
た
。
今
年
度
実
施
し

た
講
座
は
日
本
画
∴
T

ッ
サ
ン
・
版
画
・
彫
塑
"

陶
芸
・
金
工
・
七
宝
焼
・

書
芸
・
て
ん
刻
の
9
種

H
期
延
べ
4
7
日
間
の
入

門
講
座
、
日
本
画
・
洋

画
・
陶
芸
・
書
芸
・
て
ん
刻

の
5
種
8
期
延
べ
3
2
日

間
の
研
修
講
座
で
す
。

さ
ら
に
今
年
か
ら
新

し
く
開
設
さ
れ
た
美
術

館
友
の
会
(
葉
美
会
)

の
洋
画
入
門
講
座
を
3

期
延
べ
1
 
8
日
間
に
ね
た

っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

ど
の
講
座
も
受
講
希
望
が
多
く
、

全
体
で
帥
名
の
定
員
に
細
名
近
い

応
募
が
あ
り
、
抽
選
に
よ
り
、
や

む
な
く
落
選
通
知
を
出
す
と
い
う

状
況
で
し
た
。

今
年
度
は
新
設
講
座
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
彫
塑
入
門
講
座
を
従
来

の
塑
造
(
石
こ
う
取
り
)

か
ら
、

レ
リ
ー
フ
・
丸
彫
り
等
の
木
彫
に

変
、
え
、
さ
ら
に
金
工
入
門
講
座
で

は
、
昨
年
の
基
礎
の
彫
金
か
ら
鍍

金
に
変
更
す
る
な
ど
内
容
的
に
は

若
干
の
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
新
し
い
講
座
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
を
精
力
的
に
こ

な
し
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

現
状
把
握
と
今
後
の
実
技
講
座

の
あ
り
か
た
を
考
え
る
た
め
、
1
 
4

期
の
講
座
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
次
に
そ
の

糸
賀
茂
夫
副
館
長

昨
年
十
二
月
三
日
、
入
院
中
の

国
立
千
葉
病
院
で
心
不
全
の
た
め

死
去
さ
れ
た
。
享
年
五
十
一
歳
。

葬
儀
・
告
別
式
は
印
旛
郡
栄
町
矢

口
の
自
宅
で
執
り
行
わ
れ
た
。

東
京
教
育
大
学
卒
業
後
、
昭

和
三
十
三
年
県
教
育
委
員
会
職
員
、

県
立
富
津
海
洋
資
料
館
、
県
教
育

庁
社
会
教
育
課
、
文
部
省
青
年
の

家
事
業
課
、
習
志
野
市
社
会
教
育

課
長
、
県
教
育
庁
企
画
室
(
千
葉

県
第
四
次
総
合
五
ケ
年
計
画
担
当
)
、

同
庁
文
化
課
・
社
会
教
育
課
課
長

補
佐
等
を
経
て
、
昭
和
五
十
九
年

以
降
美
術
館
副
館
長
。

同
氏
は
、
卓
越
し
た
識
見
と
手

腕
に
よ
り
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い

た
人
材
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
急
逝

・
天
折
が
惜
し
ま
れ
る
。
県
教
育

長
か
ら
特
に
「
感
謝
状
」
が
授
与

さ
れ
顕
彰
さ
れ
た
。

(
金
工
入
門
講
座
か
ら
)

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

(
洋
画
)
色
彩
や
構
図
の
基
礎

的
な
レ
ク
チ
ャ
ー
の
実
施
・
裸
婦

や
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
な
ど
を
定
期
的

に
希
望

(
版
画
)
リ
ト
グ
ラ
フ
・

シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
・
木
版
・
銅

版
画
な
ど
多
様
な
技
法
の
修
得

(
彫
塑
)
彫
刻
は
思
っ
た
よ
り
体

力
を
必
要
と
し
、
初
心
者
に
も
手

軽
に
で
き
る
新
素
材
の
検
討

(
陶

芸
)
身
近
に
あ
る
草
木
か
ら
袖
薬

を
作
る
、
親
子
で
参
加
で
き
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定

(
金
工
)

一
般
で
は
備
品
が
手
配
で
き
な
い

の
で
、
施
設
・
備
品
の
充
分
な
活

用
を
。
他
で
は
鍛
金
の
講
座
が
な

く
一
層
の
充
実
を

(
書
芸
)
継

続
し
て
受
講
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を

(
て
ん
刻
)
家
庭
で
充
分
で
き
る

工
程
も
あ
る
の
で
そ
の
成
果
を
持

ち
寄
っ
て
研
究
会
的
な
内
容
を
(
テ

●

キ
ス
ト
の
充
実
)

(
日
本
画
)

一
人
の
指
導
で
は
講
師
へ
の
負
担

が
大
き
す
ぎ
、
今
回
の
よ
う
に
経

験
者
と
い
っ
し
ょ
に
制
作
す
る
こ

と
で
そ
れ
が
解
消
で
き
た

(
七

宝
焼
)

日
数
が
少
な
く
作
品
完
成

と
い
う
段
階
ま
で
は
困
難
で
あ
っ
た

6
2
年
度
に
む
け
て

実
技
講
座
は
開
設
さ
れ
た
当
初

か
ら
こ
の
n
年
間
に
、
社
会
教
育

を
と
り
ま
く
環
境
や
個
々
の
意
識

の
変
化
、
さ
ら
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
受
講
者
か
ら
の

要
望
等
に
よ
り
、
試
行
錯
誤
が
く

り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
基
本
的

に
は
、
美
術
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
深
め
、
自
ら
作
る
喜
び
を

味
わ
え
る
県
民
の
創
作
活
動
の
広

場
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

を
考
慮
し
な
が
ら
、
平
面
・
立
体

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
受
講
者
の

自
主
的
な
創
作
活
動
の
助
長
を
図

る
よ
う
開
講
日
数
の
増
設
、
自
主

制
作
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
等
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
従
来
初
心
者
を
対
象
と
し

た
入
門
講
座
は
、
美
術
館
友
の
会

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
し
、
特

に
希
望
の
多
い
分
野
に
つ
い
て
は

講
座
数
を
増
設
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
よ
り
幅
広
い
利
用
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
御
期
待
く
だ

さ
い
。
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的
・
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n
・
2
3

1
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・
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美
術
館
夏
季
大
学
(
2
)

(
講
師
=
東
京
大
学
教

授
戸
田
禎
佑
氏
、
埼
玉

県
立
近
代
美
術
館
長
本

間
正
義
氏
)

企
画
展
「
富
取
風
堂
展
」

(
的
月
1
 
2
日
ま
で
)

第
二
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
=
版
画
家
深
沢

幸
雄
氏
)

第
十
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
(
丸
山
町
、
1
0
月

1
 
4
日
ま
で
)

第
三
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
=
日
本
画
家
五

十
嵐
幹
・
斎
藤
惇
氏
)

第
二
回
美
術
館
協
議
会

第
十
回
千
葉
県
移
動
美

術
館
(
浦
安
市
、
1
 
0
月

0
0
日
ま
で
)

第
四
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
=
千
葉
大
学
教

授
太
田
洋
三
氏
)

糸
賀
茂
夫
副
館
長
告
別

式
(
印
旛
郡
栄
町
矢
口

の
自
宅
)

第
二
回
美
術
館
研
究
員

会
議

第
五
回
美
術
を
語
る
会

(
講
師
=
陶
芸
家
三
橋

実
作
氏
)


